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１ はじめに  

本稿は，論文著者情報をもとにした著者の

人的ネットワークを対象として，その研究貢

献 の 度 合 い に 着 目 し た 分 析 を 行 う

Institutional Research（以下 IR）1である[1]． 

日本の経済学分野の英語論文数は継続的に

増加している．しかし，中国の増加率はさら

に高い．日中の論文数の推移と GDP の推移

を図１に示す2．本稿は，大島・水上[3]が提

示した「クラスタ考慮型媒介中心性」を用い

て，アジアを代表する国として、2015 年の日

本と中国の経済学分野において，中心的研究

者を特定してその特徴を示すものである． 

 

２ 分析モデル 

Mizukami ら[4]の従来研究では，論文共著

情報を用いて，多くの著者を媒介する著者が

研究の重要人物として媒介中心性を用いて特

定している．しかし，この手法では，クラス

タサイズは考慮されておらず，小さなクラス

タの著者が重要著者として優先的に特定され

                                                   
1 IR は，1960 年代からアメリカで発展，日

本では，2000 年代後半から大学と研究機関

において IR の研究が散見されるようになり，

2011 年に大学の情報公開が義務化されると

その適用手段として関心が高まった[2]． 
2 2007 年に中国が日本を抜き，2015 年，そ

の差が 2.425 倍に開いている．この現象は，

GDP の伸び率の差，政府の研究助成の差など

が一因とされている．つまり，GDP の伸び率

は継続的に 4％以上の差を保ち（本稿のデー

タでは 2005 年以降），研究助成でも継続的に

勝り，2015 年，12.411%の差があり，論文数

に影響を及ぼしていると考えられる． 

る問題がある．そのため，大きなクラスタの

みを選択した上で分析を施す必要があった．

本稿では，大島・水上[3]の「クラスタ考慮型

媒介中心性」を用いてこの問題を回避する．

クラスタ考慮型媒介中心性を式１に示す． 

 

３ 分析 

分析対象のデータは，クラリベイト・アナ

リティクス社の Web Of Science であり，日

本と中国の経済学分野の論文を収集したもの

である．分析ツールと分析手法は，Microsoft 

Excel 2013 を用いて統計処理を施し，続いて

CytoScape 3.5.1 で，著者を介した論文間の

繋がりと媒介中心性を算出した． 

 
図 1:経済学分野に置ける日中の論文変動 

 

 

クラスタ考慮型媒介中心性 

Cluster Prioritized Betweenness centrality 

Pi = bi * di * cli (1) 

bi: 媒介中心性 

di: 次数中心性 

cli: 所属クラスタのメンバ数 
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分析プロセスは，分析モデルの比較のため

に 2 段階で行った．最初の分析では，従来の

指標での分析として，Mizukami ら[4]の分析

フレームワークに則り，媒介中心性が高い著

者を特定，小さなクラスタの著者が選択され

てしまう順位づけ問題が発生していることを

確認する．次の分析では，新指標である大島・

水上のクラスタ考慮型媒介中心性[3]を用い

て媒介中心性が高い著者を特定，順位づけ問

題が解決していることを確認する． 

 
４ 分析結果 

従来の指標（媒介中心性）の分析では，重

要な研究者上位 5位が含まれるクラスタのサ

イズ（メンバ数）は，日本は，3，12，10，

12，12 であり，中国は，3，3，3，117，5

であった．日本の従来モデルの分析結果を表

1 に示し，中国を表２に示す．従来モデルで

は，媒介中心性を用いて著者の重要度を判断

しており，日本の第 1 位は A 氏であるが，所

属クラスタのメンバは 3，中国の１位は A’氏

であるが，同じく，所属クラスタのメンバが

3 であるため，順位づけ問題が具現化してい

る．上位 5 位までのクラスタサイズの合計は

日本が 49，中国が 131 であった． 

新指標（クラスタ考慮型媒介中心性）の分

析では，重要な研究者上位 5 位が含まれるク

ラスタのサイズ（メンバ数）は，日本は，20，

15，14，12，12 であり，中国は，117，61，

60，43，41 であった．日本の結果を表 3 に，

中国を表 4 に示す．日本の第 1 位は F 氏であ

り，最大クラスタから選出されている．また

中国での第 1 位は D’氏であり，同じく最大ク

ラスタから選出されている．上位 5 位までの

クラスタサイズの合計は，日本は 68 であり

中国は 358 であり，それぞれ 19 ポイント，

127 ポイント高まった． 

 

５ 考察 

 本稿は，論文著者情報をもとにした著者の

人的ネットワークを対象として，その研究貢

献の度合いに着目した分析を行う研究 IR で

ある．本稿は，新指標であるクラスタ考慮型

媒介中心性[3]を用いて，日中の経済学分野

2015の中心的研究者の特定を行った． 

 分析の結果，2 つの成果を得ることができ

た．まず，従来の指標の問題点であった小さ

な研究グループから中心的研究者を特定する

問題を回避して，大きな研究グループから優

先して重要な研究者を特定することができた

ことがある．次に，2015年において，日本の

経済学分野では，重要な研究者が数名おり，

それらが研究をリードしていること，一方，

中国では，極少数の重要な研究者がそれら研

究をリードしていることが判明した． 

 今後の研究の方向性は2つ考えられる．ま

ず，効果を定量的に分析すること，そして，

適用事例を増やして，モデルの普遍性を示す

ことがある． 
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表 1 従来の指標による日本の分析結果 

順位 著者 cli di bi pi 

1 A 3 2 1.000 - 

2 B 12 6 0.564 - 

3 C 10 7 0.556 - 

4 D 12 6 0.509 - 

5 E 12 8 0.509 - 

表 2 従来の指標による中国の分析結果 

順位 著者 cli di bi pi 

1 A’ 3 2 1.000 - 

2 B’ 3 2 1.000 - 

3 C’ 3 2 1.000 - 

4 D’ 117 71 0.694 - 

5 E’ 5 4 0.667 - 
 

表 3 新指標による日本の分析結果 

順位 著者 cli di bi pi 

1 F 20 17 0.399 135.801 

2 B 12 8 0.509 48.873 

3 G 12 6 0.564 40.582 

4 H 14 10 0.282 39.487 

5 C 10 7 0.556 38.889 

表 4 新指標による中国の分析結果 

順位 著者 cli di bi pi 

1 D’ 117 71 0.694 5765.013 

2 F’ 60 219 0.229 3007.06 

3 G’ 60 205 0.229 2814.827 

4 H’ 60 209 0.067 839.360 

5 I’ 61 31 0.324 613.423 
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